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 ◇
実

施
日

；
２

０
１

８
年

７
月

２
２

日
(
日

)
 

 
快

晴
 

◇
参

加
者
；
川

島
 

功
、
児

嶋
道

夫
、
豊

嶋
 

寛
、
橋

本
 

梓
、
濱

野
兼

吉

生
熊

千
満

子
、
高

田
潤

一
、
竹

中
卓

治
、
高

階
美

根
子

、
瀧

本

昭
太

郎
、

斉
藤

和
美

、
梶

野
照

雄
、

志
岐

 
敬

。
 

１
３

名
。
 

    

今
回

は
、

先
週

(
7
/
1
4
～

1
5
)
コ

ン
ク

リ
ー

ト
補

強
の

石
組

み
台

座
が

完
成

し
、

石
組

み
台

座
に

大
日

如
来

座
像

を
据

え
調

整
し

、
青

銅
製

・
大

日
如

来

座
像

と
台

座
の

ビ
ス

止
め

、
大

日
如

来
座

像
の

ヒ
ビ

入
り

箇
所

及
び

転
倒

で

外
れ

た
宝

冠
欠

落
箇

所
の

接
続

・
補

修
を

行
い

、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
補

強
石

組

み
台

座
へ

再
安

置
す

る
運

び
に

な
っ

た
。

 

少
し

で
も

暑
さ

を
避

け
、

涼
し

い
う

ち
に

登
る

事
に

し
て

通
常

よ
り

３
０

分
早

い
７

時
半

に
前

鬼
林

道
ゲ

ー
ト

集
合

と
し

た
。

 

新
宮

組
は

、
川

島
車

(
児

嶋
・
濱

野
・
生

熊
同

乗
)
と

高
田

車
(
豊

嶋
・
橋

本
)

で
６

時
前

に
出

発
す

る
。

出
発

前
に

志
岐

・
梶

野
氏

は
、

遅
れ

る
の

で
先

行

出
発

し
て

下
さ

い
と

連
絡

が
あ

る
。

 

前
鬼

林
道

の
ト

ン
ネ

ル
内

で
前

鬼
口

迄
歩

行
の

修
験

装
束

一
行

と
す

れ
違

う
。

前
鬼

林
道

ゲ
ー

ト
に

到
着

す
る

と
瀧

本
車

(
斉

藤
)
、

竹
中

車
(
高

階
)
が

既
着

し
て

い
る

、
小

仲
坊

に
事

前
連

絡
の

上
、

了
解

を
得

て
前

鬼
小

仲
坊

に

乗
入

れ
す

る
と

、
宿

泊
所

に
布

団
が

干
し

て
あ

る
。

昨
夜

、
京

都
・

醍
醐

寺

三
宝

院
一

行
が

泊
ま

ら
れ

た
と

聞
き

、
先

程
す

れ
違

っ
た

修
験

者
の

方
達

だ
。
 

五
鬼

助
さ

ん
に

、
本

日
大

日
如

来
座

像
を

安
置

す
る

旨
を

伝
え

る
と

「
暑

い
中

ご
苦

労
さ

ん
、

沖
崎

さ
ん

は
・

・
・

」
と

、
「

右
の

歯
噛

合
わ

せ
箇

所

が
痛

く
て

口
蓋

外
科

で
診
察

し
欠
席

」
を

伝
え

る
と

、
「

わ
し

も
腫

れ
て

歯

科
か

ら
口
蓋

外
科

で
診
察
受

け
る

」
と

の
こ

と
。

 

荷
揚
げ

す
る
物

は
無

い
が

、
山
頂
か

ら
セ
メ

ン
ト
用
具
や
雨
水
貯
槽
等

を

降
ろ

す
荷

が
あ

る
の

で
背
負

い
子

の
あ

る
方

は
持

っ
て

登
っ

て
貰

う
。

 

８
時

前
に

前
鬼

小
仲

坊
を

出
発

す
る

。
屋
敷
跡

の
杉

大
木
か

ら
、
支
谷

を

渡
り
樹

林
帯

の
木
陰

の
中

を
辿

る
が

、
た

ち
ま

ち
汗

が
噴

出
し

、
最
初

の
石

柱
道
標

の
地
点

で
小
休

止
す

る
。
熱

中
症

に
な

ら
な

い
様

に
飲
料
水
飲
む

と

共
に

生
熊

さ
ん
か

ら
冷

え
た
ミ
ニ

ト
マ

ト
の
差

し
入

れ
が

あ
る

。
少

し
風

が

あ
る

と
涼

し
く
感
じ

る
。

 

 
 

 

小
仲

坊
到

着
！

 
 

 
 

 
小

仲
坊

出
発

 
 

 
 

石
柱

道
標

地
点

で
小

休
止

 

 

木
段

３
０

０
段
手

前
の
支
谷
横

で
小
休

止
す

る
と

、
谷
風

が
あ

り
涼

し
く

て
ホ
ッ

ト
す

る
。
二
つ
岩

に
９

時
半

前
に

到
着

し
約

１
５

分
休
憩

す
る

。
尚

、

高
田

氏
は
此
処

で
下

山
さ

れ
た

。
 

 
 

 

支
谷

傍
で

小
休

止
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
二

つ
岩

で
休

憩
 

 太
古
ノ
辻

に
登

る
が
風

が
弱

く
、
陽
ざ

し
を

避
け

、
少

し
登

っ
た
木
陰

で
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休
憩

す
る

と
生

熊
さ

ん
か

ら
再

び
冷

え
た
甘
夏
柑

、
豊

嶋
さ

ん
か

ら
ミ
ニ

ト

マ
ト

が
差

し
入

れ
さ

れ
喉

を
潤

す
と
共

に
汗

で
濡

れ
た
Ｔ
シ
ャ
ツ

を
脱

い
で

絞
る

と
汗
水

が
し

た
た

り
落

ち
た

。
 

大
日
岳

へ
登

る
西
側

の
樹

林
帯

の
登

山
道

に
は

、
西
風

が
あ

り
涼

し
い

が

が
、

大
日
岳

へ
の
急

登
は
陽

が
当

り
暑

く
あ

え
ぎ

な
が

ら
１

１
時
過
ぎ

に
大

日
岳

に
登
頂

す
る

。
 

早
速

、
朝
食

の
早

い
方

も
居

ら
れ

、
狭

い
山
頂

で
各
自
適
当

な
場

所
を
捜

し
て
昼
食

。
昼
食

を
略
終

え
る
頃

に
志

岐
・

梶
野

氏
が

到
着

。
 

 
 

 

太
古

ノ
辻

上
の

木
陰

で
休

憩
 

 
大

日
岳

で
昼

食
 

 
 

 
志

岐
･
梶

野
さ

ん
到

着
 

 大
日

如
来

座
像

転
倒
防

止
の
ザ
イ

ル
を

解
き

、
大

日
如

来
座

像
(
背
丈

１
２

４
㎝

、
光
背
横
幅

７
６
㎝

、
重

さ
約
４
５
㎏

)
を
吊

り
揚
げ

る
ロ

ー
プ

を
児

嶋

氏
が
細
工

し
、
５
人

で
コ

ン
ク

リ
ー

ト
台

座
上

に
運

び
、
頭

上
の
単
管
パ
イ

プ
の
レ
バ

ー
ブ
ロ
ッ

ク
２
個

で
吊

り
、

コ
ン

ク
リ

ー
ト

補
強

石
組

み
台

座
に

青
銅

製
台

座
が

据
え

ら
れ

る
ま

で
吊

上
げ

る
。

 

吊
上
げ

た
時
点

で
、
青

銅
製

台
座

(
高

さ
６
４
㎝

、
下
部

台
座
径
約

８
３
㎝

、

重
さ
約

２
５
㎏

)
を

コ
ン

ク
リ

ー
ト

補
強

石
組

み
台

座
に
「

大
阪
佛
立
會

」
の

刻
印

が
正
面

・
真
東

に
向

く
よ

う
に

据
え

る
 

水
平
器

で
水
平

を
確

め
る

と
、
後
側

と
左
横

が
僅
か

に
低

い
が

調
整

す
る

必
要

が
な

い
と
判
断

し
た

。
 

 

 
 

 
 

 
 

転
倒

防
止

ロ
ー

プ
を

外
す

 
 

 
 

座
像

を
運

び
レ

バ
ー

ブ
ロ

ッ
ク

で
座

像
を

吊
る

 

 

 
 

 
 

 
 

 

レ
バ

ー
ブ

ロ
ッ

ク
で

座
像

を
吊

り
上

げ
 

 
 

 
 

 
 

青
銅

台
座

を
正

面
に

 

 

青
銅

台
座

の
中

の
コ

ン
ク

リ
ー

ト
天
板

上
に

「
石

組
み
撤
去

時
に

発
掘

し

た
古
銭

(
寛
永

通
宝

)
等
５
枚

と
現
在

の
硬
貨

及
び

「
由
緒
併
願
文

と
大

日
如

来
修
復

参
加

者
名
簿

」
(
文
末

に
掲
載

)
を
壷

に
入

れ
て

、
蓋

を
接

着
剤

で
接

着
し

て
納

め
置

い
た

。
 

吊
上
げ

た
大

日
如

来
座

像
は
レ
バ

ー
ブ
ロ
ッ

ク
を
操
作

し
て
降
ろ

し
て

青

銅
台

座
に
正
面

が
東

に
向

く
よ

う
に
嵌

め
込
む

。
 

児
嶋

、
梶

野
氏

は
、

６
箇

所
に
穴

を
開

け
、
タ
ッ
プ

で
ネ
ジ

を
切

り
径
５

㎜
ビ

ス
で

止
め

る
細
工

を
さ

れ
る

。
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ヒ
ビ

入
り

箇
所

の
補

修
 

 
座

像
と

台
座

に
ネ

ジ
穴

切
り

 
座

像
と

台
座

を
ネ

ジ
止

め
 

 梶
野

氏
は

、
仏

像
の

ヒ
ビ

入
り

箇
所

を
コ

ー
キ

ン
グ
剤

で
詰

め
接

着
し

、

残
っ

た
コ

ー
キ

ン
グ
剤

を
青

銅
台

座
と

コ
ン

ク
リ

ー
ト
天
板

台
座

の
隙
間

に

も
コ

ー
キ

ン
グ
剤

を
詰

め
ら

れ
た

。
台

座
と

コ
ン

ク
リ

ー
ト
天
板

の
接

着
と

雨
水
侵

入
防

止
。

 

こ
の
間

に
手

の
空

い
た

方
は

、
雨
水
貯
水
容
器

と
用
具
類

、
セ
メ

ン
ト

(
約

１
０
㎏

)
の
後
片
付

け
と
各
自
背
負

い
子

、
ザ
ッ

ク
に

入
れ
担
ぎ
降
ろ

す
準
備

を
し

て
頂

く
、

 

 
 

 

 
 

 
 

 
宝

冠
欠

落
箇

所
は

針
金

と
コ

ー
キ

ン
グ

剤
で

接
続

補
修

 

 転
倒

で
外

れ
た

宝
冠

の
欠

落
箇

所
は

、
針
金

と
コ

ー
キ

ン
グ
剤

で
接

続
・

接
着

し
、

大
日

如
来

座
像

を
略
元

の
状
態

に
修
復

し
て

大
日

如
来

座
像

を
再

安
置

し
た

。
 

参
加

者
全
員

で
「
懺
悔
文
・
開
経
偈

、
般
若
心
経
・
ご
真
言

(
大

日
如

来
・
・

神
変

大
菩
薩

・
不
動
明
王

)
」

の
勤

行
を
唱

え
無

事
安

置
を
終

え
た

。
 

 
 

 
 

 
 

 

安
置

座
像

に
勤

行
 

 
 

 
本

日
の

参
加

者
 

 
 

 
 

安
置

を
終

え
た

下
山

前
 

 帰
路

は
、
登

り
よ

り
も
重

い
荷

を
背
負

っ
て

下
山

す
る

。
太
古
ノ
辻
鞍
部

に
は

、
西
風

が
か

な
り

強
く
吹

き
疲

れ
た
体

に
は

本
当

に
心
地
良

く
、
ず

っ

と
此
処

に
留

ま
り

た
い
気
持

に
な

る
。
二
つ
岩

、
石
柱

道
標
地
点

で
小
休

止

し
、

１
６

時
前

に
汗

び
っ

し
ょ

り
に

な
っ

て
小

仲
坊

に
下

山
。

 

 
 

 

太
古

ノ
辻

付
近

・
木

陰
に

て
休

憩
 

 
 

 
 

 
二

つ
岩

で
小

休
止
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五
鬼

助
さ

ん
の

ご
好
意

に
よ

り
、
冷

た
い
清

涼
飲
料

・
ジ
ュ

ー
ス
等

の
接

待
を
受

け
、
猛

暑
の

中
で
無

事
大

日
如

来
像

を
安

置
し

た
達

成
感

を
感
じ

る
。
 

五
鬼

助
さ

ん
に

は
、
由
緒
併
願
文

と
修
復

参
加

者
名
簿

を
手
渡

し
た

。
 

 
 

 
 

 

石
柱

道
標

で
最

後
の

小
休

止
 

小
仲

坊
の

接
待

を
受

け
る

 
 

五
鬼

助
さ

ん
ご

夫
妻

と
 

 最
後

に
、
こ

の
大

日
如

来
座

像
は

、
強
力

・
岡

田
雅

行
が

大
正

１
３

年
夏

に
一
人

で
釈
迦
ヶ
岳

・
釈
迦

如
来
立

像
、
椽

の
鼻

・
蔵
王
権
現

と
一
緒

に
担

ぎ
上
げ

ら
れ

、
大
正

１
５

年
(
昭

和
元

年
)
６

月
に
設

置
完

成
さ

れ
た

も
の

で
、

今
年

で
９

３
年
経
過

し
、
今

回
の
改

修
修
復

に
よ

る
再

安
置

に
よ

っ
て

大
日

如
来

座
像

は
、
少

な
く

と
も

半
世
紀
以

上
は
維
持

さ
れ

る
こ

と
を
願

っ
て

い

ま
す

。
 

又
、

今
回

の
修
復
改

修
安

置
に

あ
た

り
、

5
/
2
0
に
雨
水

を
貯

め
る
容
器
設

置
と
砂
袋
荷
揚
げ

。
6
/
0
1
に

は
大

日
如

来
像

を
吊

る
単
管
パ
イ
プ
荷
揚
げ

と

雨
水
貯

ま
り
状
況
確
認

。
6
/
1
7
に

は
砂
袋
荷
揚
げ

。
7
/
0
1
、
セ
メ

ン
ト
荷
揚

げ
(
深
仙

宿
)
と
砂
利
荷
揚
げ

(
大

日
岳

)
。

7
/
1
0
に

は
大

日
岳

に
セ
メ

ン
ト
荷

揚
げ

。
7
/
1
4
～

1
5
に

は
、
セ
メ

ン
ト
荷
揚
げ

と
石

組
み

の
コ

ン
ク

リ
ー

ト
補

強
台

座
を
水
平

に
仕

上
。

本
日

迄
、

行
事

日
数

８
日

・
延

８
０

名
の

参
加

者

並
び

に
炉
端

山
友
会

及
び

太
尾

登
山

口
か

ら
千
丈
平

へ
砂
袋
デ
ポ

し
て

下
さ

っ
た
約

６
０

名
強

の
方
々

の
協
力

に
よ

り
、

大
日

如
来

座
像

が
再

安
置

す
る

事
が

出
来

ま
し

た
。
御
協
力

し
て

下
さ

っ
た
皆
様

方
に

は
、
心

よ
り
御
礼

を

申
し

上
げ

ま
す

。
 

行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
 

 

7
:
3
5
前

鬼
・

小
仲

坊
7
:
5
0
→
8
:
2
0
石
柱

道
標
標

道
→
9
:
2
0
二
つ
岩
9
:
3
5
→

1
0
:
2
5
太
古
ノ
辻

1
0
:
4
0
→

1
1
:
0
5
大

日
岳

1
3
:
3
0
→

1
3
:
4
5
太
古
ノ
辻

1
4
:
0
0

→
1
4
:
3
5
二
つ
岩

1
4
:
5
0
→

1
5
:
5
0
前

鬼
・

小
仲

坊
1
8
:
1
0
解
散

。
 
 

梶
野

梶
野

梶
野

梶
野
、、 、、
志
岐

志
岐

志
岐

志
岐
；
小

仲
坊
8
:
2
0
→
二
つ
岩
→

1
1
:
0
0
太
古
ノ
辻
→

1
1
:
4
0
大

日
岳

。
 

 

(
記

；
川

島
、
写
真

；
梶

野
。

瀧
本

・
川

島
)
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